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ビニ｝ノレ， トンネノレ内温度がトマトめ生育着穎に

及ぽす影響について※

寺田俊郎。渡部和夫 （附属農場）

　　　Tosh1ro　TERADA　and　Kazuo　WATANABE

Effects　of　Te加perature　in　the“VinyヱFi工m　Tunne1”

　　　on　the　Growth　and　Fru1t1ng　of　To皿atoes．

　　　　　　　I緒　　　　言

　最近ビニールによる，トンネル栽培が著しく普及し・

各地で，その利用も一層盛んになつて来つつある現況

で，著者が適去，各地のトマトを申心とした，ビニール，

トンネル栽培の実際を視察して歩く内に，ビニール使用

による・、ンネル栽培の失敗の原因に・トンネル内？気

温の上昇による，高温障害が比較的多い隊に思われた。

　昨春も大阪府下のトノ不ル栽培の地帯に出かけ，篤農

家の方々と話しても，やはり，以前から使用されていた，

油紙の方が安全で失敗も少い，即ちビニールよりも管理

が楽だとの声も聴かれ，ビニール内の温度管理が，トン

ネル栽培に最も大切であり，この点の解明がトンネル栽

培上一つの問題点であると思われる。そこで実際に栽培

する上に，どのような温度管理が最も，トマトの栽培に

適当であるか，を験押する目的で2～3の実験を試み，若

干の成績を得たのでラここに報告する。

　本実験に際し，御懇篤な御指導を賜わつた園芸教室の

高馬博士並びに天野農場長に対し深甚の感謝の意を表す

る次第である。

　　　　　　皿　案験材料及調蓋方満

1。実験材料

　本実験は島根農科大学附属実験農場の圃場に於て実験

を行つた。

　供試晶種，福寿2号を使用し，昭和5／年2月／日踏込温

床に播種して育苗した苗を用いた。

　トンネルに使用したビニール，フイルム，巾54吋，厚

き0075皿mの梨地を度用した◎

　4月／0日に圃場に定檀，ビニール，トンネル被覆期間を

5月／3日迄，33日間とした。

　／区4坪，／区制とし，トンネルの長き20尺，巾3．5

　　※本論文の要旨は昭和31年園芸学会秋季大会において発表

尺，申心の高さ1．5尺とし株間1，3尺干鳥植とした。．

　肥料は反当N8メP2056メK209メを使用し，栽培上

　の諾管理は一般トンネル栽培に準じて行つた。

2．調査方法

　a。試験区の設定

　C1ayton氏によれぱ，トマトの生育条件は最適生育温

度は，24．C～3／oCとされ，3ゴCは暑遇ぎ，35℃では伸

長せぬとされて1、・る。叉夜の温度は10．C前後が発育叉

は着穎に良好であるといわれているので，第1表に示す

方法で3つの試験区を設けて実験を行つた。

　　　　　第1表　　試　　験　　区

区番号 区名j／ンネルの操作

1区 高温区

1

トンネル内の生育期間申管理以外はトンネルを密封し，夜は菰で保温する。

2区・ 申間区

3区 模準区
■

トンネル内温度が最高30．C以上にならない様に換気し，夜は菰で保温する。

ならない様に換気し．夜は菰で保温す

　b　調査方法
　各区の各々の温度条件による，トマトの生育着顧につ

いて，次の項目について調査を行つた。

　／．生育調査ん（草丈，葉数について6日おきに調査）

　2．同化作用の測定～葉片打抜器0．5mm2のものを庚

　　用し，見掛けの同化量を測定した。

　3．花粉の発芽試験～温度25．Cに於て常法に依る。

　4．着顧状況の調査～パラフイン紙で袋かけを行い．

　　自家授粉さ茸，一方でトマトトーン50倍液を撤布し

　　た。

3．　トンネル内気象概要
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試験開始の4月／0日より，5月／3日迄のヒニール被覆期

間申の各区の最高，最底気温の概要は次に示す第／図の

　　　　　　　第1図　　各区のトンネ

50

高温区（最高最倒　　　　　　　1区
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誓通（標準）区（〃〃）　　　　　　　3区

気温（一川川）

通りであつた。
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　　　　　　　皿　案験　結果

1，生育（箪丈，葉数）

　第2図に示す様に，トマ■トの生育は5月／日頃迄は各区

共に大差は認められないが，5月以降の彊烈な日照によ

る，高温と湿度の為に，差を生じて来る。即ち高温にな

ると，植物体は呼吸消費量が高くなつて弱つて来る。

　夜間の各区の温度について見ても，地温が殆んど等し．

く，叉トンネル内の最底気温も各地区共大差がない。そ

こで草丈，葉数について見ると，高温区，申間区は日申

の呼吸消費量が多くても，夜間の温度較差により生育は

行われるが植物庫は貧弱となつて著しく徒長して来る。■

これに比して，標準区のトマトは健全に生育した。この

様に高温区ラ申間区の貧弱な延長により，トンネルにつ

かえる様になり，5月5日，5月9日の高温に蓬い芯止りを

起し†こ。即ち葉も厚くなり，腋芽も一次的に殆んど停止

した。

　5月／5日のトンネル除去の時に，葉数は標準区のもの

よりr枚程度少なく，草丈は徒長して，標源区よりも高

かつた。

　トンネル除去後，標準区はトンネル区と同様に，健全

な生育をしたのに比し，高温区，申間区のものは高温障

害を受け芯止り現象を起していたため，非常に貧弱であ

つた（第3図（／）参照）トンネル除去後／0日目から腋芽
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の発生が多く，頂芽が多数発生したため（第3図（2）参

照），発育が非常におくれ，第5花房の開花は標準区のト

マトより20日も遅れた。

　その後に於て如何なる管理を行つても，高温障害によ

る・，生育の差を快復する事が申来なかつた。

　．第3図　　（／）　　　　　　　　　（2）

失つてしまうが，叉は花粉の生成機能を阻害するものの

如く思われる。この結栗でも分る様に，温度管理を誤り

一次的にでも高温に遷遇した場合はその影響が花粉，ひ

いては着果に必ず現れる事になる。

第3表　花粉の’発芽

高温障害によつて芯止り現象を起

した貧弱なトマト

高温障害により頂芽の多数発生し

た現象

＼ぐ一回1・回i・回1平均値

／区

2区
5区

0　　；　0

32．／－5．ア

26．2　　1　29．／

0
34，5

27．5

0
34．1

．27．6

2。同化作用

　植物の生育と同化作用は密接亨関係があるので，高温

条件のものでは．同化咋用がどのようになるかを調べて

見ると，第2表に示す様に，標準区に比し申間区，高温

区と温度が高くなるにつれて，同化量が低くなる。これ

．も高温のテこめ呼吸消費量が多く、その方に同化澱紛が移

行するものと考へられる。叉トン系ル除去後2週間目に

調べて見ると殆んど大差なく、同一の同化量となつた。．

　　　　　鈷2表　同　化　量

％

調査月日1天侯．区別 見掛けの同化量・！M・／・1騰考

　　4．．着　穎

　　　　トンネル内での各匡の着願を調べるため・パラ

　　　フィン紙で袋を造り，つぼみに袋をかけ，白家授

　　粉させ，一方ではトマトトーン50倍液を撤布した。

　　その結果次の第4表の通りであつた。

　　　第4表に示す如く，高温区は全部着顧せず，申・

　　間区，標準区は63％，72％と程んど大差は認めら

　　れなかづた。この様に高楓下の花紛は受粉能カが

　　　なく落下したのに対し，トマトトーン撤布による

単為結果では／00％着頸を示しテこ。

　　　　第4表　　着穎状況
　　　　1処理方法1処理数 試験区1着果数奇型果数1着果率

／
1 1区 0 0 0％

袋かけ白家
授粉．

／
／ 2区 ．7・ ／ 63．63
／
／

3区／ 8 01 72．72

／0 ／区 「0

0 ／00

トマトトー
ン50暗液

／0 2区 10 2 ／00

／0 3区 ／0

2 ／00

％

1区 0．525

15．／ 晴 2区 ／．985 5
2．800

■

■
3区

1
ト
ン
ネ
ル
■

一

／区 0．025
．・内

！
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3区 ／．800

！
」

一 ／区 0．225
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1．トンネル
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3。花粉の発育

　温度と，花粉の発芽の関係はトマト栽培上非常に重要

な問題で，それぞれの区に於ける花粉の発芽を調査し

た。その緕果は次の第3表に示す通りであつナこ。

　即ち40oC以上の高温にあつた場含はその発芽能カを

　叉この麦で考へられる事は。温度が高い程，自家授粉

の場合も、トマトトーン処理の場合も，奇型果の数が多

い様に思われるが、この点については更に実験を行う必

要がある。

5。牧　　量　　　　’

　トンネル栽培に於て，最も重要なFとは・第／花房～

第3花房迄の収量の如何が全体収量に大きな影響を及ぼ

すので，各区共にトマトトーンの処理を行つて・その緒

果を調べると，標準区が最も高く，簸中間区，高温区の煩

であつた。

　　　　　　　皿　考　　　　察

　以上の実験結果から，トマトのトンネル栽培に於ける

トンネル内の温度は，生育，向化量の関係から見ると，

高温区，中間区では一，高温庫害を起し，∵標準区に比し，

岳しく生育友び同化量は劣つた。

fig051501.pdf
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　次に花紛の発芽，着顧等の関係から考察すると，標率．

1区，申間区と略同様の結果を示し大差は認められなかつ

尤。しかし生育については申間区が著しく劣つているの

で，標準区即ち最高温度30・C以上に上昇させない様に，

トンネル内の温度管理を行うことが最も適当であると考

察された。

　　　　　　　Y繭　　　　要

（／）　トマトのトンネル栽培において，最も理想的な温

度管理の方法を験知する目的で。福寿2号をもちい，ビ

ニールフィルム0．0ア5mm，54吋のものを陸用し，トンネ

ル内温度を標準区（最高30oC以下）、申間区（最高35．C、

以下），塙温区（密閉し40．C以上）の3区を設け，各々生

育，同化量，花紛の発芽及び着果などについて調査した。

（2）生育：標準区は健全な生育をした。申間区，高温区

では温度が高くなるにつれて，徒長し，高温障害を起し

芯止りとなり，トンネル除去後その部分から多数の腋芽

を発生し，第5花房の開花は標準区より20日間遅れた。

（3）同化量；標準区に比し，申間区，高温区は同化量

が低くなつた。

（4）花粉の発芽1標準区，申間区いづれも30％内外の

発芽であつた。高温区は花粉形成の遇程に際害を受けた

ものの如く，花粉が認められなかつた。

（5）着顧：花粉の発芽と同様，標準区74％，申間区64

％の着額率を示し，高温区は全部落花した、トマトトー

ン50倍液処理を行つた場合は各区共／00％の着果を示し

た、

（6）収量：標準区が最高を示し，申聞区亨高温区の順

で収量は滅少したo
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S砥聰獺雛y

　Thユs　study　was　carned　out　for　the　purpose　of

investigating　the　most　favorab1e　temperature　in

“Vmy1－F11m　Tunne1，フfor　the　growth　and　fru1tmg

Of　tOmatOeS

　Usmg　var1ety　Huku〕u　No．2，　we　加vest1gated

the　growth　of　p1ants，the　amount　of　ass1m1lat1on，

the　germ1nat1on　of　pouen，the　percentage　of　fru1t

set　and　the　yie1d　of　fruits　und－er　the　three

d1f士erent　　cond1むons　　of　　temperature　1n　　the

“Vmy1－F11㎜　Tunne1”，Cont互o1（IMax　3ぴC），H1σh

Temperature　（Mla疋35⑪C）　and－Excessi▽e　High

Temperature（Min．40．C）、

　Our　resu1ts　were　sum唖er玉zgd　as　fo11ows；一

　1P1a口ts　grown1n　H1gh　and　Excess1ve　H1gh

Te皿perature　were1nh1b1ted　the　ap1ca1growth

and　after　tak1ng　off　the　“Vmy1F1工m　Tunne1”，

severa11atera1shoots　appeared　and　th1er　f1owermg

penod．of　the　f1fth　c1uster　re皿arkab1y　d．e1ayed，

whereas　m　Contro1p1ants　grew　nor＝many

　2The　amomt　of　ass1m11at1on　1n　H1gh　and

Ex▽ess1ve　H1gh　Tem－perature　were　decreased　as

compared　with　that　of　Contro1．

　3．Both　in　Contro1and　早igh　Telmperature，30

per　cent　of　the　po11en　which　were　tested　showed．

the　ab1hty　of　germ1nat1on，whereas1n　Excesswe

H1σh　Telmperature　no　po11en　cou1d　germmate

　4The　percentage　of　fruit　set　was74percent

m　Contro1，64per　cent1n　H1σh　Temperature，but

in　ExcessiYe　High．Temperature　a11f1o初ers　did．

not　deve1op　to　fruits．However，the　p1ants　treated

by“Tomatoton”showed　the　fmit　set　of100per

cent　regard1ess　of　temperature　cond1t1ons

　5The　y1e1d1n　Contro1was　the　h1ghest，1n　H1gh

Temperalture　next，　and　in　Excessiye　High

Temperaturs　was　the1owest　of　a王L




